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私の私の受け持受け持つ選択授業では原発問題の新聞のつ選択授業では原発問題の新聞の

切抜きを読ませ、感想と自分の意見を書かせている切抜きを読ませ、感想と自分の意見を書かせている。。

しかし、今、ネットの影響は大しかし、今、ネットの影響は大

きい。「避難者は今 きい。「避難者は今 になになって文って文

句を言っているが、原発立地の句を言っているが、原発立地の

住民住民と して利益を味わってきたと して利益を味わってきた

のだから仕方ないのでは ないのだから仕方ないのでは ない

か」、中には「原発事故が起きてか」、中には「原発事故が起きて

から急に原発 批判を始める大人から急に原発 批判を始める大人

たち」への反発もある。さらにたち」への反発もある。さらに急速に進む無関心。

表層を見て知った気分になっている高校生にどう授

業を進めたらこの現実を自分の

問題と考えさせられるだろうか。

そこで、可能な限り、生徒 自ら

体験することを追及していく。DV

Dドキュメンタリー、『残された

動物 たち』などを見せる一方、
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　 　 　 　 再稼動は危険 ! 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 当会顧問　井野博満

川内原発１・２号機、高浜原発３・４号機と再稼動が進められようとしています。しか し、原

子力規制委員会の適合性審査には不備があります。既存の原発を無理に動かそうと するからです。

過酷事故対策は万全ではありません。防災・避難計画も絵に描いた餅で す。市民から1万通を超

えるパブリックコメントが寄せられたにもかかわらず、ほとんど 無視されました。福島事故の教

訓が生かされていません。

安倍首相は、「原子力規制委員会で安全性が確認された原発は、その科学的・技術的判断 を尊

重し再稼動を進めます」と言っていますが、規制委員会の田中俊一委員長は「基準の 適合性を審

査した。安全だとは申し上げていない」としています。誰も安全を保証してい ません。

原発の台数にそれぞれの運転年数をかけた総運転年数は、16,000炉年です。その間、ス リー

マイル、チェルノブイリ、福島と5基の原発が過酷事故を起こしました。3,200炉年 に1回の事

故確率です。現在、世界中でやく430基の原発が運転されていますから、今 後、7.4年間の間に

また大事故が起こってもおかしくないという高い確率です。

原発再稼動は、国民の多数が反対しています。技術的に不安で経済的にも不要な原発を なくす

よう努力を続けていきたいと思っています。 　　　　　 （東京大学名誉教授、玉川学園在住）

高校生と作る生きた授業高校生と作る生きた授業
　　現実から学ぶということ　　　　　　　　　　私立高校教諭　　佐々木　太郎
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当会顧問　藤井石根 
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  【原発事故後も原発再稼働と叫ぶ人達、

    その心は？】

（明治大学名誉教授、玉川学園在住）


